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乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
）
を
実
施
す

る
た
め
、
国
が
定
め
る
基
準
に
従

い
条
例
を
制
定
。

　

国
の
法
改
正
に
伴
い
関
係
条
例

を
改
正
。

　

特
産
品
セ
ン
タ
ー
運
営
を
令
和

８
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
へ

移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
該
施

設
の
効
率
的
か
つ
適
正
な
管
理
を

図
る
た
め
制
定
。

　

事
業
の
変
更
・
追
加
に
よ
り
、

計
画
の
一
部
を
変
更
。（
新
規
３

件
、
変
更
10
件
。）

条
例
の
制
定
・
改
正

計
画
の
変
更

財
産
の
取
得

道
の
駅
管
理
条
例
の
制
定

単位：千円 第
６
次
総
合
計
画
の
変
更

区　分 総事業費

変更前 5,479,600

新　規 6,900

変　更 189,100

変更後 5,675,600

町議会定例会
12月第２回12月第２回
会議会議

詳しい資料はこちら

物価高騰対策として
地域商品券発行・事業者支援金給付
　定例会12月第２回会議は12月16日に開会、議案13件を審議し、

いずれも原案通り可決し、同日に休会しました。参画者は12名

でした。

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

・
運
営
基
準
条
例
の
制
定

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
基
準
条
例
の
制
定

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理

　

保
育
所
等
に
お
け
る
乳
幼
児
の

健
康
診
断
の
結
果
が
、
施
設
等
利

用
開
始
時
の
健
康
診
断
等
に
相
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
代

替
を
可
能
と
す
る
た
め
の
改
正
。

　

岩
部
ク
ル
ー
ズ
の
乗
船
利
用
料

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
が
利
用

料
を
５
千
円
以
内
で
見
直
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
・

運
営
基
準
条
例
の
一
部
改
正

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
管
理
条
例
の
一

部
改
正

岩部クルーズで使用しているグラスボート

区　分 金　　 額

物品名 テント式
パーテーション

数　量 190張
金　額 9,614,000円

契約者
株式会社ムラカミ
代表取締役
� 村上　和輝
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●�　

広
域
事
務
組
合
費

　

負
担
按
分
率
の
確
定
等
に
伴
う

負
担
金
の
追
加
。

�

828
万
４
千
円

単位：千円

会　　　　計　　　　名 補正額 補正後

一　　般　　会　　計�（第８号） 54,272 5,030,710

一　　般　　会　　計�（第９号） 71,237 5,101,947

国民健康保険特別会計�（第３号） 150 689,932

浄 化 槽 事 業 会 計�（第２号） 86 41,803

●�　

商
工
業
者
緊
急
支
援
事
業
費

　

物
価
高
等
の
影
響
を
受
け
た
商

工
事
業
者
に
対
し
、
１
件
10
万
円

を
交
付
す
る
た
め
の
追
加
。

�

１
千
800
万
円

　

吉
岡
砕
石
工
業
㈱
と
契
約
し
て

い
る
原
石
の
処
分
に
つ
い
て
、
契

約
期
間
、
数
量
、
金
額
を
次
の
通

り
変
更
す
る
。

●�　

庁
舎
管
理
費

　

職
員
玄
関
ド
ア
修
繕
費
、
機
能

回
復
室
へ
の
冷
房
設
置
工
事
請
負

費
の
追
加
。

�

149
万
５
千
円

財
産
処
分
の
議
決
変
更

補
正
予
算

原
石
の
採
取
に
関
す
る
議
決
変
更

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

区分 金　　 額

期間 令和17年度まで
� （10年延長）

数量 2,132,584㎥
（212,130㎥増）

金額 205,153,505円
（17,500,725円増）

Ｑ．財産処分って何？
Ａ．�町が持っている土地や建物、

山林などの「町の財産」を、
売却などにより処分すること。

●�　

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全

事
業
費

　

吉
岡
漁
港
の
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
に
お
い
て
、
次
年

度
実
施
予
定
の
事
業
を
国
の
補
正

予
算
に
て
前
倒
し
実
施
す
る
こ
と

に
伴
う
地
元
負
担
金
の
追
加
。

�

933
万
４
千
円

●�　

熊
等
に
よ
る
被
害
対
策
費

　

エ
ゾ
シ
カ
等
捕
獲
数
の
見
込
み

増
加
に
よ
る
報
償
費
の
追
加
。
総

延
長
５
千
ｍ
分
の
電
気
牧
柵
購
入

費
の
追
加
。

�

594
万
３
千
円

今年度の捕獲数（Ｒ7.10月末時点）
ヒグマ
25頭

エゾシカ
86頭

●�　

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
事
業
費

　

０
歳
～
高
校
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
が
い
る
子
育
て
世
帯
に
対

し
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
２
万
円

を
支
給
す
る
た
め
の
追
加
。

�

590
万
円

●�　

農
業
経
営
緊
急
支
援
事
業
費

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
農

業
経
営
者
（
農
協
組
合
員
）
に
対

し
、
１
件
あ
た
り
10
万
円
を
支
給

す
る
た
め
の
追
加
。

�

250
万
円

●�　

地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業
費

　

物
価
高
騰
に
よ
る
町
民
生
活
へ

の
影
響
を
解
消
す
る
た
め
町
内
で

活
用
で
き
る
地
域
商
品
券
（
第
10

弾
）
を
発
行
し
、
生
活
の
下
支
え

を
行
う
と
と
も
に
町
内
の
消
費
喚

起
を
図
る
た
め
の
追
加
。（
全
町

民
対
象　

１
人
１
万
３
千
円
）

�

４
千
483
万
７
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）
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【一般質問】町の色々な課題等について、議員が
町長等に対して質問や提案をすることです。

問

問

教育

福祉

答

答

子どものスポーツ環境整備を

介護サービスの利用状況、
介護人員確保策、財政支援は

熱中症対策を強化、
施設はできる支援を積み上げ

人材確保策を重ね、
事業所の経営安定支援を継続

　町内スポーツ少年団との懇談会にて確認
された現状と今後の要望について伺います。
①　利用されている施設の暑さ対策は？
②�　渡島西部四町の中で野球場が整ってい
ないのが福島町だけなので、必要最小限
の環境を整えては？（雨除けプレハブ等）

③�　児童生徒の対外競技等参加経費補助要綱
第４条に定められている補助対象条件の緩
和を検討しては？（現在、全道・全国大会が対象）

④�　福島町での各スポーツ大会の開催を積
極的に検討しては？

　当町の介護保険サービス利用の現状と今
後の施策について基本的な考えを伺います。
①�　特別養護老人ホーム陽光園、グループ

ホーム、やまゆり荘、施設それぞれの利
用状況。

②�　訪問介護サービスの介護度別の利用状況。
③�　介護員の人材確保、育成についての考

えは。
④�　施設介護、訪問介護に対する今後の財
政的支援についての考えは。

①�　総合体育館（遊戯室等）に、新年度に
向けエアコン設置の予算要望を検討中。

②�　現状でも夜間照明があり、競技に支障
のない環境と認識している。プレハブ等
の設置は敷地が狭く難しい。大会時はテ
ント活用等で支援。

③�　地区大会出場の経費は受益者負担が原
則であり、渡島管内での大会まで補助対
象とすることは現時点では考えていない。

④�　全国中学校相撲選手権大会など開催実
績があり、要請があれば施設の無償貸館
等で可能な限り協力している。

①�　特別養護老人ホーム陽光園：44名/定員50名。
　　グループホーム：８名/定員９名。
　　やまゆり荘：12名/定員20名。
②�　要支援１･２：18名。要介護１～５：74名。 
③�　資格取得費や外国人介護従事者雇用助

成を継続。留学生２名へ奨学金支援（陽
光園に就職する条件付き）。新たな就労
奨励金制度を創設する方向で令和８年度
予算化に向け検討中。

④�　引き続き、各介護事業所の経営安定に
重点を置いた支援を行っていく。

一 般 質 問

議員が聞きました
町の“いま”と“これから”

動画は
こちら

動画は
こちら

藤山 大議員

熊野 茂夫議員

小野寺教育長

鳴海町長
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問
行財政

答

この一年の成果と課題、
来年の展望は？

町長
ヒグマ禍を乗り越え、交流人口増へ挑戦

教育長
高校は前進、次の課題は義務教育学校

　７月のヒグマによる人身事故により状況
が一変。町民の命が失われ、町内にも大き
な影響。

○成果
　ヒグマ対応：電気柵設置などの迅速な対
応で安全確保、商品券発行で経済の循環も
図り、ヒグマ対応の先駆的な取り組みと評
価された。
　漁業：養殖昆布・ウニ等の生産額が約
14億円、前年の１.2倍で近年最高水準。
○課題
　ヒグマ警報によりイベント中止が相次ぎ、
町内経済に甚大な影響が出た。
○来年の方向性
　厳しい年だったが、厳しさが町民の団結
力や新たな挑戦につながった。 新たな年は、
交流人口の増加に向けた取り組みに挑戦す
る。

　令和７年も残すところわずかだが、本町
においても人口減少対策、産業振興、教育、
環境、防災など、様々な課題に取り組んで
きました。
　この一年を振り返り、成果と課題を確認
し、令和８年に向けて町としてどのような
方向性を描いていくのか、町長、教育長の
考えを伺います。

動画は
こちら

平沼 昌平議員

小野寺教育長

鳴海町長

�○成果
　福島商業高校の入学者が２年連続20名
超となり、来年度も現時点で新潮学舎への
入居申し込み者が11名あるなど、安定的
な生徒確保に前進できたと考えている。町
外からやってくる生徒も、アルバイトや行
事参加などを通じ、地域に欠かせない存在
となってきているように感じている。
　小・中・高校で行っている地域学習（郷
土芸能、農漁業学習、就業体験等）が展開
され、福島町に根差した教育活動が定着し
てきたように思う。
○課題
　ヒグマ人身事故の際、児童生徒の安全確
保と教育活動の継続について、瞬時の対応
を迫られた。（保護者や各関係機関の協力に感謝）
　少子化や施設の老朽化による教育環境の
変化に対する対応を急がなければならない。
○来年の方向性
　令和８年は義務教育学校について検討を
進めていかなければならないと考えている。
年明けに議会との意見交換の場を設けたい。

　　義務教育学校って何？
　小学校～中学校にあたる９年間を「同
じ学校」として学ぶ仕組み。
　子供たちは学年のつながりを意識しや
すく、小中の教職員が連携しやすい。
　渡島管内では、七飯町立大沼岳陽学校、
函館市立戸井学園などがあります。
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人
事
院
勧
告
に
準
じ
給
与
、
通
勤

手
当
等
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正
。

　
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に

お
い
て
、
期
末
手
当
の
支
給
月
数
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
特
別

職
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
同
様
に

引
き
上
げ
る
た
め
の
改
正
。

●�　

町
道
舗
装
補
修
事
業
費

　

町
道
月
崎
１
号
線
舗
装
補
修
工

事
に
よ
る
追
加
。

�

２
千
300
万
円

●�　

普
通
河
川
整
備
事
業
費

　

茂
山
川
、
浜
沢
川
、
潤
内
川
の

河
川
土
砂
等
除
去
に
よ
る
追
加
。

�

４
千
400
万
円

条
例
の
一
部
改
正

補
正
予
算

職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

町道舗装工事場所（月崎第一町内会館付近）

●�　

職
員
給
与
費

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
等
の

改
正
に
よ
る
追
加
。

�

１
千
841
万
円

●�　

会
計
年
度
職
員
給
与
費

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
等
の

改
正
に
よ
る
追
加
。

�

939
万
円

町議会定例会

12月会議12月会議
詳しい資料はこちら

人事院勧告に伴う給与条例改正
職員給与費1,841万円補正

　定例会12月会議は12月１日に開会、議案５件、発委１件を審議し、
いずれも原案通り可決、同日付けで休会しました。参画者は０名で
した。

単位：千円

会　　　　計　　　　名 補正額 補正後

一　　般　　会　　計�（第７号） 97,317 4,976,438

介 護 保 険 特 別 会 計 �（第３号） 506 549,801

国民健康保険診療所特別会計� （第２号） 1,376 127,842

　
特
別
職
の
期
末
手
当
支
給
月
数
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
議

員
の
期
末
手
当
も
同
様
に
０
．
０
５

月
分
引
き
上
げ
る
た
め
の
改
正
。

議
会
か
ら
の
提
出
議
案

（
条
例
の
一
部
改
正
）

議
会
議
員
歳
費
・費
用
弁
償
等

条
例
の
一
部
改
正
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総務教育常任委員会レポート総務教育常任委員会レポート 詳しくは
議会ＨＰ

調査事件５ 所管関係施設・事業等の町内視察、
執行方針の取り組み －1１月７日調査－

　令和７年度執行方針に基づく主要事業の進捗状況と課題を把握し、町民サービスの向上に向けた
改善点を確認するため、町内の所管関係施設の現地視察と、執行方針の取り組み状況を調査しました。

防災資機材用車庫の外観（視察時は建設中）

防災備蓄倉庫の内部。毛布や保存食などを保管しています

●執行方針の取り組み状況
★委員会による重点確認ポイント

■青少年交流センター
・�ハウスマスター１名退任に伴う後任確保

を早急に進め、安定した運営管理に務め
るよう求めました。

　※後日、後任者が確保されました。

■学校給食（町内産米）
・�町内産米の使用割合が減少していること

から、生産量・流通量の整理を行い、議
会に示すよう要望しました。

■住宅リフォーム補助制度
・�工事費の高騰に対応した補助額の見直し

など、制度全体の改善を図るよう求めま
した。

■防災備蓄
・�現備蓄量（約650人分）では、避難が長
期化した場合に不足する可能性があるた
め、見直しの検討を求めました。

・�各家庭へ配布した避難袋の点検や補充を
促す周知強化を提案しました。

・�炊き出し設備の点検・準備について継続
した確認を求めました。

■第２青函トンネル構想
・�関係団体との連携状況を確認し、道内関

係団体への働きかけを更に強める必要が
あることを指摘しました。

■ゼロカーボン普及活動
・�蛍光灯の製造終了を見据えたＬＥＤ照明

化支援の検討と、町が具体策を示し、削
減を主導することを求めました。

●所管関係施設の視察　防災資機材用車庫、防災備蓄倉庫
Ｑ．車庫に入れる車は？
Ａ．�大型トイレカー１台
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経済福祉常任委員会レポート経済福祉常任委員会レポート 詳しくは
議会ＨＰ

　令和７年度執行方針に基づく主要事業の進捗状況と課題を把握し、町民サービスの向上に向けた
改善点を確認するため、町内の所管関係施設の現地視察と、執行方針の取り組み状況を調査しました。

衛生センターで不適切な分別について実物で説明を受けました

改修されたウニ種苗育成施設 保育所遊戯室に設置された冷房 農業用設備保管庫は屋根に傷みが

●執行方針の取り組み状況

調査事件９ 所管関係施設・事業等の町内視察、
執行方針の取り組み －11月10日調査－

★委員会による重点確認ポイント
■ナラ枯れによる森林被害
・�被害拡大が深刻で、道の早急な対応を求

めるべきと指摘し、町としても迅速な対
策を検討するよう求めました。

■温泉健康保養センター
・�木質チップ供給に関する説明の不一致が

指摘され、現状確認と業者との協議を早
急に行うよう求めました。

■アニメツーリズム事業
・�女相撲の魅力が伝えきれていないとの意

見があり、続編では相撲の取組など動き
のある演出の工夫を求めました。

●所管関係施設の視察 衛生センター、農業用設備保管庫、ナラ枯れの状況、
ウニ種苗育成センター、福島保育所、代執行予定特定空家

浦和会館裏から見た被害樹木のある山の様子

議員勉強会にてナラ枯れを学ぶ
　12月12日（金）の議会勉強会にてナラ
枯れの実態と北海道における対策等につ
いて渡島総合振興局西部森林室の職員か
ら説明を受け、現状把握を深めました。

★視察での確認ポイント
■衛生センター
・�福島町で収集したゴミの不適切な

分別状況について説明を受け、町
内会の現況確認の必要性を指摘し
ました。

不適切な分別の例  

・�空き缶：洗わずに燃えないゴミへ
・�ペットボトル：ラベルがついたま

ま、中身が残ったままなど
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経済福祉常任委員会レポート経済福祉常任委員会レポート 詳しくは
議会ＨＰ

　町内でヒグマやエゾシカの出没が増え、７月の市街地でのヒグマ人身事故以降は目撃情報が相次
ぎ、町民生活にも影響が出ました。こうした状況を受け、有害鳥獣対策の取組状況と、ヒグマ人身
事故の検証内容について調査しました。

　町は、道の駅の管理運営を令和６年度から「まちづくり工房」へ委託し、令和８年度から指定管
理者制度へ移行する準備を進めております。来場者数の推移、指定管理料の考え方、制度移行に伴
う留意点などを調査しました。

調査事件２

調査事件10

有害鳥獣対策の現状

道の駅への指定管理者制度導入

－11月21日調査－

－11月21日調査－

ヒグマ対策の強化を！
★委員会による重点確認ポイント

◆捕獲体制の強化
・�クマ対応ができるハンターが実質１名で
負担が大きく、負担軽減と人材確保が必
要であることを指摘。猟銃購入など装備
面の支援や、赤外線ドローン等ＩＣＴ活
用も検討するよう求めました。

◆町民への周知徹底
・�平時から防災無線・ＳＮＳ・チラシ等を

組み合わせ、注意喚起を継続的に行うこ
と。ゴミ出しの基本的なルールを徹底す
ることや、道路縁に捨てられているゴミ
が誘因と考えられるので、近隣町と協力
し対策を検討することを求めました。

★委員会による重点確認ポイント
◆“実態の把握”を的確に
・�指定管理者移行の前提となる指標・評価

の捉え方について、入込数の伸びや物販
売上、損益の捉え方など、現状を的確に
把握できていない点を指摘しました。

◆「まちづくり工房」へ後方支援を
・�道の駅における物販売上げは大きなイン

センティブになると考えますが、他の指
定管理業務と合わせると負担が増す懸念
もあるため、町として適切なバックアッ
プの必要性を指摘しました。

◆減容化処理施設の運用見直し
・�他町からの持ち込みが急増している状況

にあり、処理料の引き上げを検討すべき
ことと、単町運用には限界があるので、
装置の増設も含め広域管理に向けた協議
の必要性を指摘しました。

道の駅　外観（上）、内装（下）

昔ながらの特産品から、新商品まで豊富な品揃え
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経済福祉常任委員会レポート経済福祉常任委員会レポート 詳しくは
議会ＨＰ

　町は、岩部クルーズ運航事業について、予約が多く好評な一方で天候に左右され欠航が続き、運
航実績や収支に影響が出ている状況を示したので、運航状況と利用料見直しの考え方などを調査し
ました。

調査事件11 岩部クルーズ運航事業の状況と今後の方針
－12月１日調査－

出航率４割の現実　欠航時の受け皿づくりが必要
★委員会による重点確認ポイント

◆欠航時の対応強化
　出航率がこれまでの平均を大きく下回っ
た点は安全面から理解できる一方、何らか
の対応をしなければ利用者離れが予想され
ることから、欠航時の“受け皿”づくりの
必要性を指摘しました。

◆運航時間・コースの工夫
　青の洞窟に至る運航コースは、早朝・夕
方に波が比較的穏やかになる特性があるた
め、その時間帯に出航設定することも有効
であり、そのためにも滞在先（青少年交流
センター等）との連携・対応を町として検

討することも必要ではないかと指摘しまし
た。

◆運営しやすい仕組みに
　利用料条例改正により、指定管理者が主
体的に料金設定できる枠組みは理解するが、
運用の指針を整理し、まちづくり工房の裁
量を生かした運営につなげることと、観光
振興の担い手であるまちづくり工房に負担
をかけすぎないよう、インセンティブ設定
や、広告費など必要経費の負担を含め、町
として後方支援を強めることを求めました。

広報広聴常任委員会レポート広報広聴常任委員会レポート 詳しくは
議会ＨＰ

調査事件 少年体育連盟との懇談会 －11月21日調査－

　議会に対し少年体育連盟から懇談会開催
の申し入れがあり、議会としても少子化に
より町内で子供が減少し続けている状況で、
各スポーツ少年団が活動する上で様々な課
題を抱えているものと考慮し、懇談会を開
催しました。
　懇談会では、各スポーツ少年団から様々
な意見が出されました。

懇談会の中で出された意見（抜粋）
・�近年は暑さが厳しくなり、特に夏場は安

全・安心な活動が難しい場面がある。

・�町単独では人数が足りず、近隣町との合
同で活動を続けているが、移動は各家庭
の送迎に頼ることが多く、遠征が増える
ほど保護者の負担が増している。

・�大会参加にかかる費用について、町から
の助成制度はあるが、主に全道・全国大
会が中心で、特に団体競技は遠征費の負
担が重なりやすい一方、制度を活用しに
くい面がある。

懇談会の内容をもとに
一般質問がされました
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　福島町議会の優れた活動は全国的に知られ
ていますが、その内容について聞かれたとき、
私はいつも「百聞は一見に如かず、まずこれ
を見てほしい」といって「福島町議会だより」
を示します。本町の議会だよりを読ようになっ
て長い年月がたちますが、「議会白書」と一
緒に全部保存しています。
　以前、ある自治体関係の専門誌から議会広
報のあり方について執筆を依頼されたとき、
私は迷わずこの議会だよりを読み返して内容
を紹介しました。そして「優れた議会改革な
ければ優れた議会だよりなし」と、本町議会
から学んだ教訓を結論として書きました。そ
れ以来よくこの言葉を使っています。
　昨年11月に札幌で私も所属する研究会が
「議会は住民に何を伝えているか」をテーマ
に議会フォーラムを開きました。改革先進地
として評価の高い本町や栗山町、芽室町など
の議会広報を読んで、情報公開の手法や議会
改革の到達水準を学ぼうと考えたのです。
　各議会についての報告は、議会の当事者に
お願いすれば評価が控え目、遠慮がちになり
はしないかと心配し、研究会メンバーが行な
いました。私は議会基本条例諮問会議の顧問
として本町議会と長くお付き合いさせていた
だいている関係から本町を担当しました。
　どこの議会だよりも、議員の一般質問と長
の答弁、委員会の事務調査の模様、予算の議
決や決算の認定などを掲載し、また、近年は
住民と議会の懇談の模様や議案に対する議員
個人の賛否の態度、各種議会行事への議員の
出欠の状況などを掲載する議会が増えていま
す。そこでこれら以外に私が感じた本町議会
の特色を以下に２、３点あげてみます。
　まずは改革意思の強さと不断の継続です。
議会基本条例にも書かれた40数項目の重要
事項の推進状況を毎年点検、改善し、その内

容を一覧表にして公開しています。住民参加
（議会基本条例諮問会議など）による改革の
推進と公開へのこだわりは群を抜いています。
　次は政策をめぐる議論の徹底した公開です。
本町は政策の基本である総合計画を議会で議決
し、計画にない事業は予算化しない優れた原則
を立てて町政を運営しています。ですから議会
の政策活動が活発です。地域の課題を政策で解
決するのが自治体の使命ですが、一般的にそう
なっていない現状を変えるために、私はかつ
て「政策議会」という言葉をつくりました。
　私は現在の本町議会はこの政策議会のレベ
ルに達していると評価しています。これを可
能にしているのは議員間の活発な政策討議と
合意の形成、次いでそれを議会全体の政策意
思としてまとめた多数の政策提言の実行です。
議会だよりを読めばこれらの政策プロセスが
よくわかります。
　政策討議の主な舞台は常任委員会ですが、
ここでは行政が行なう政策評価の再点検、議
会が独自のテーマを設けて行なう調査、住民
懇談会で提起された課題の吟味と政策化など
多彩に議論が展開されます。くわえて、議員
が行う一般質問に対する町長答弁の事後の対
応状況を追跡する調査も議会の政策の仕組み
として実施し議会だよりに掲載しています。
　全体を通していえることは、本町議会は議
会運営と政策議論のしくみが議会の土台とし
てしっかりできているということです。公約
といえば４年に１度の「選挙公約」が定番で
すが、本町の議員は毎年、議会だよりで「年
度公約」を行ない、その年に力を入れる事柄
を住民に具体的に示して活動しています。こ
れができるのも議会の土台がしっかりしてい
るからです。
　最近の議会だよりを読むと、本町議会は、
議員のなり手不足対策に力を入れています。
この問題は多くの町村議会が抱えている問題
ですが、過日、ある町の現在２期目の議員が
訪ねてこられたとき、「議員に出るとき自分
にやれるか不安があったが、議会の基盤がしっ
かりできていたので新人議員でもいろいろ仕
事ができた」と振り返っていました。
　私は現在の本町議会はこの町以上に、新人
議員が出て活躍しやすい議会ではないかと
思っています。町民のみなさんがどうこたえ
られるか、次の選挙が楽しみです。

福島町の議会だよりから学んだこと
― 議会基本条例諮問会議顧問　神

かんばら

原■勝
まさる

 氏 寄稿文 ―

議会基本条例諮問会議
顧問　神原　 勝 氏
（北大名誉教授）
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11/15 保育所お遊戯会 ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○
16-17 全国過疎地域連盟総会（東京都） ― ― ― ― ― ― ― ― ○
18 秋田市議会視察受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

20 中学校への出前議会 ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○
白老郡白老町議会視察受入 ― ― ― ― ○ ― ― ○ ○

21 経済福祉常任委員会（有害鳥獣対策・道の駅） ― ◎ ○ ○ ○ ― ◎ ○ ○
26 総務教育常任委員会、経済福祉両常任委員会意見書手交（町内視察・執行方針） ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ○
28 渡島西部広域事務組合第３回定例会議案説明 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

12/１

議会運営委員会（定例会12月会議の運営） ○ ― ○ ― ○ × ○ 職 職
定例会12月会議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
議会運営委員会（定例会12月会議の反省） ○ ― ○ ― ○ × ○ 職 職
総務教育常任委員会（12月第２回会議後の所管事務調査） ○ ○ ◎ ― ― × ○ ○ ○
経済福祉常任委員会（岩部クルーズ） ― ― ○ ○ ○ ― ◎ ○ ○
広報広聴常任委員会総務教育部会（少年体育連盟との懇談会） ○ ○ ◎ ― ― × ○ ○ ○

５ 渡島西部広域事務組合第３回定例会 ― ― ○ ― ― ○ ― ― ○

８

正副議長への議案説明 ― ― ― ― ― ― ― × ○
社会福祉協議会要望 ― ― ― ― ― ― ― ― ○
一般質問通告 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― 職
議会運営委員会（定例会12月第２回会議の運営） ○ ― ○ ― ○ ○ ○ 職 職

11 経済福祉常任委員会意見書手交（クルーズ事業・有害鳥獣対策・道の駅） ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○

12
議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 職
議員勉強会（ナラ枯れ勉強会含む） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度青少年の主張大会 ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ○

16 定例会12月第２回会議（吉岡小学校５・６年生見学） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会運営委員会（定例会12月第２回会議の反省） ○ ― ○ ― ○ ○ ○ 職 職

18 第３回諮問会議（諮問会議後全議員との意見交換会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 福島商業高等学校学習成果発表会 ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ○
24 渡島町村議会議長会役員会（函館市） ― ― ― ― ― ― ― ― ○

１/４ 福島消防団出初式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６ 新年交礼会 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
13 広報広聴常任委員会（町内介護事業所との懇談会） ― ― ○ ○ ○ ― ◎ ○ ○
19 経済福祉常任委員会（木質チップの活用） ◎ ― ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
20 議会運営委員会（議会だよりの編集） ○ ― ○ ― ○ ○ ○ 職 職

会議等出席状況
　会議や議会へ通知があった行事等の11月15日から１月
20日までの出席状況をお知らせします。
　「〇」は出席、「×」は欠席、「―」は出席不要・任意、「◎」
は委員外議員として出席、「△」は別公務・病欠のため、「職」
は正副議長の職務出席を表しています。

　　

夜間議会をを開催開催しますします
　今年も定例会３月会議初日に夜間議会を開
催します。
　内容は「一般質問」です。
　（議員が町長、教育長に意見や質問をします）
　詳しくは３月にチラシを配布予定です。
　日中は来られないという方も、この機会に
議場へ来てみませんか？

3月月10日 日 ㈫
午後６時から
議場（役場３階）
※エレベーターあります
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昨
年
か
ら
福
島
町
に
赴
任
し
た
新

米
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
共
に
暮

ら
す
高
校
生
と
向
き
合
う
中
で
、
こ

の
施
設
の
役
割
や
、
そ
こ
で
私
自
身

が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
こ
の
施
設

は
衣
食
住
な
ど
の
環
境
が
非
常
に
充

実
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
故
に
高
校

生
も
私
も
、
や
や
も
す
れ
ば
与
え
ら

れ
る
側
と
し
て
の
「
消
費
者
」
の
意

識
で
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分

自
身
で(

時
に
仲
間
と
共
に)

物
事

を
形
作
り
、
環
境
を
変
え
て
い
く
…

そ
ん
な
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
意

識
が
芽
生
え
る
よ
う
な
場
で
あ
り
た

い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
価
値
を
考

え
そ
れ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

新
潮
学
舎
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー

�
赤
松　
瑚
子

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

町
民
の
声

　

令
和
７
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞

で
は
、
日
本
で
女
性
初
の
首
相
と

な
っ
た
高
市
早
苗
氏
の
言
葉
が
年
間

大
賞
に
選
出
さ
れ
た
。

　

高
市
首
相
は
「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」
を
掲
げ
、
高
い
支
持
率
を
維
持

し
て
い
る
が
、
政
権
運
営
は
厳
し
い

局
面
も
あ
る
。

　

一
方
で
、
令
和
７
年
の
「
今
年
の

漢
字
」
は
「
熊
」
と
な
る
な
ど
、
全

国
的
に
ク
マ
被
害
が
相
次
い
だ
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

福
島
町
に
お
い
て
も
、
男
性
が
死

亡
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

こ
の
影
響
で
、
横
綱
ビ
ー
チ
の
海

開
き
が
延
期
と
な
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
も
使
用
禁
止
と
な
る
な
ど
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
夕
方
か
ら
早
朝
の

外
出
自
粛
も
あ
り
大
変
ご
苦
労
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
も
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
今
年
は
災
害
や
大
き
な
事
故

等
が
な
い
よ
う
に
心
よ
り
お
祈
り
致

し
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員

�

杉
村　
志
朗

令
和
７
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

議
員
の
雑
感

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
早
く
も
一
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
小
学
生
の
議
会
見
学
や

中
学
校
へ
の
出
前
授
業
な
ど
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
議
会
や
役
場
の

役
割
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
て
い
た
ら
、嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

２
月
３
日
か
ら
10
日
ま
で
、「
町

民
と
議
員
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
次
期
改
選
期
に
向
け
た
議
会

改
革
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
い
た
だ
き
、
率
直

な
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
時
期
で
す
の
で
、

風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
、
あ
た
た

か
く
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

６
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
ふ
く

し
ま
」
で
は
、
定
例
会
３
月
会
議
を

中
心
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

編 

集 

後 

記北方領土返還要求運動
シンボル「千島桜」

２
月

●�　
町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会

　
３
日（
火
）～
10
日（
火
）�

午
後
６
時
～

�

各
町
内
会
館
等

●�　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　

12
日（
木
）　

午
前
９
時
30
分
～

�

議
会
議
場

●�　
議
会
運
営
委
員
会（
２
月
会
議
の
運
営
）

　

13
日（
金
）　

午
前
９
時
20
分
～

�

委
員
会
室

●�　
定
例
会
２
月
会
議

　

13
日（
金
）　

午
前
10
時
～�

議
会
議
場

●�　
渡
島
西
部
四
町
議
会
議
員
連
絡
協
議

会
定
期
総
会
・
研
修
会

　

17
日（
火
）　

午
後
３
時
～�

松
前
町

●�　
渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
議
会
第

１
回
定
例
会

　

26
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
～

�

北
斗
市

●�　
渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
議
会
令
和

８
年
第
１
回
定
例
会

　

27
日（
金
）　

午
後
２
時
～�

議
会
議
場

３
月

●�　
議
会
運
営
委
員
会（
３
月
会
議
の
運
営
）

　

３
日（
火
）　

午
後
３
時
～�

委
員
会
室

●�　
議
会
勉
強
会

　

６
日（
金
）　

午
後
１
時
30
分
～

�

議
員
控
室

●�　
定
例
会
３
月
会
議

　

10
日（
火
）～
10
日（
火
）　

午
前
10
時
～

�

議
会
議
場

●�　
夜
間
議
会

　

10
日（
火
）　

午
後
６
時
～�

議
会
議
場

主
な
会
議
・
行
事
予
定


